
一
．
Ｃ
Ｓ
Ａ
と
は
？

　

過
去
の
急
速
な
経
済
発
展
、
工
業
化

の
過
程
に
お
い
て
、
多
く
の
先
進
国
が

環
境
汚
染
と
そ
れ
に
起
因
す
る
食
品
公

害
事
件
を
経
験
し
て
き
た
。
日
本
に
お

い
て
も
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇

年
代
に
か
け
て
相
次
い
で
発
生
し
た
ヒ

素
粉
ミ
ル
ク
事
件
、
カ
ネ
ミ
油
症
事
件

等
を
経
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
都
市
部

の
消
費
者
を
中
心
に
安
全
な
食
品
を
求

め
る
全
国
的
な
運
動
が
始
ま
っ
た
。
こ

う
し
た
日
本
の
社
会
運
動
の
な
か
で
、

独
自
の
「
産
消
提
携
」
と
い
う
概
念
が

生
ま
れ
た
。「
産
消
提
携
」
と
は
「
特

定
の
生
産
者
と
特
定
の
消
費
者
が
話
し

合
い
や
交
流
に
よ
っ
て
相
互
理
解
を
深

め
、
双
方
が
自
ら
労
力
や
資
金
を
出
し

合
い
、
自
主
的
で
独
自
の
配
送
に
よ
っ

て
継
続
的
に
農
産
物
を
取
り
交
わ
す

（
参
考
文
献
①
）」
一
般
の
農
産
物
流
通

と
は
独
立
し
た
取
引
形
態
を
指
し
、「
生

産
者
の
拠
点
か
ら
消
費
者
の
拠
点
に
三

〜
十
数
世
帯
の
会
員
が
各
自
取
り
に
い

く
と
い
う
共
同
購
入
方
式
（
同
上
）」

を
取
っ
た
。
や
が
て
「
産
消
提
携
」
は

“Teikei

”と
し
て
欧
米
諸
国
に
紹
介
さ

れ
、
環
境
保
全
型
農
業
の
実
践
者
と
消

費
者
を
結
び
つ
け
る
運
動
と
し
て
世
界

中
に
広
が
っ
た
。

　

現
在
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、「
産
消

提
携
」が
ル
ー
ツ
と
言
わ
れ
る「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
型
農
業
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
：

Com
m

unity�Supported�Agriculture

）」

が
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
参
考
文
献

②
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
と
は
地
域
住
民

が
（
多
く
の
場
合
環
境
保
全
型
農
業
を

行
う
）
周
辺
農
家
を
支
援
す
る
た
め
の

Ｃ
Ｓ
Ａ
組
織
の
会
員
と
な
っ
て
農
家
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
農
家
が

流
動
資
金
を
最
も
必
要
と
す
る
播
種
前

の
時
期
に
農
家
に
対
し
会
費
と
し
て
事

前
に
支
払
い
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る
。

農
家
は
経
営
の
安
定
化
と
消
費
者
と
の

リ
ス
ク
分
担
に
よ
っ
て
、
技
術
的
要
因

な
ど
か
ら
経
営
リ
ス
ク
の
高
い
環
境
保

全
型
農
業
に
安
心
し
て
従
事
で
き
る
。

一
方
会
員

は
、
新
鮮

で
安
全
な

農
産
物
が

手
に
入
る

だ
け
で
な

く
農
産
物

の
購
入
を

通
し
て
地

域
の
環
境

保
全
、
農

業
と
経
済

の
維
持
・

活
性
化
に

貢
献
で
き

る
。

　

Ｃ
Ｓ
Ａ

モ
デ
ル
と

一
般
の
有

機
農
産
物

取
引
の
特
徴
を
簡
単
に
整
理
し
た
の
が

図
1
で
あ
る
。
有
機
農
業
は
技
術
が
未

確
立
な
こ
と
も
あ
り
一
般
の
農
業
よ
り

生
産
に
関
わ
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
ま
た

高
価
な
有
機
農
産
物
を
購
入
す
る
消
費

者
は
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴

か
ら
、
中
国
で
は
企
業
と
の
契
約
、
あ

る
い
は
直
営
農
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
図
で
も
そ

の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
モ
デ
ル
（
図
1
上
段
）

消費者企 業農 場

対価

認証付き有機農産物

市場取引

農産物

契約による取引

一般の有機農産物の取引（企業契約のケース）

消費者（会員）農 場

ゆるやかな信頼関係に基づく提携取引
CSAモデル

安価な有機農産物の提供
環境保全、農村風景から得られる効用

子供に対する食育機会の提供

会費の支払い（播種前）
天候リスクの分担
労働力の提供（一部）

生産資材、技術供与
天候リスクの一部負担

図1　CSAと一般の有機農産物の取引形態の比較

（出所）参考文献②等を参考に、筆者作成。

中国農業の持続可能性
特 集

中
国
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
型
農
業

（C
om
m
un
ity Sup

p
orted A

griculture

）
の
広
が
り

―
北
京
市
小
毛
驢
市
民
農
園
の
事
例
―

山
田
七
絵
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の
会
員
は
交
流
会
や
情
報
発
信
を
通
じ

て
生
産
者
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
に
あ

り
、
緩
や
か
な
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て

提
携
取
引
を
行
っ
て
い
る
。
会
員
は
会

費
に
よ
っ
て
農
場
の
運
営
費
を
負
担
し
、

悪
天
候
等
に
よ
る
減
産
時
に
は
受
け
取

る
農
産
物
の
種
類
や
量
の
減
少
と
い
う

形
で
生
産
リ
ス
ク
の
一
部
を
負
担
す
る
。

都
市
型
市
民
農
園
な
ど
で
は
自
ら
労
働

力
を
提
供
し
て
生
産
を
行
う
場
合
も
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
生
産
者
（
農
場
）
は
、

会
員
に
対
し
安
全
な
農
産
物
、
農
業
体

験
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
余
暇
活
動
の

機
会
を
提
供
し
、
農
業
に
よ
る
地
域
の

環
境
保
全
、
農
村
風
景
の
創
出
な
ど
に

よ
り
参
加
者
の
効
用
を
高
め
る
。

　

一
方
一
般
の
有
機
農
業（
図
1
下
段
）

で
は
、
農
場
が
契
約
に
基
づ
い
て
企
業

の
要
求
す
る
基
準
を
満
た
す
農
産
物
を

生
産
す
る
代
わ
り
に
、
企
業
は
生
産
資

材
や
技
術
供
与
、
最
低
保
障
額
で
の
買

い
取
り
、
全
量
買
い
取
り
契
約
な
ど
に

よ
り
生
産
リ
ス
ク
の
一
部
を
負
担
す

る
。
企
業
と
消
費
者
は
市
場
を
通
じ
て

取
引
を
行
う
。
消
費
者
は
食
品
安
全
認

証
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
を
手
が
か
り
に
高

価
だ
が
安
全
な
有
機
農
産
物
を
購
入

し
、
企
業
や
流
通
業
者
に
対
し
対
価
を

支
払
う
。
Ｃ
Ｓ
Ａ
モ
デ
ル
に
お
け
る
生

産
者
と
消
費
者
の
関
係
は
比
較
的
長
期

的
な
も
の
で
あ
り
、
信
頼
関
係
を
通
じ

て
安
全
性
に
対
す
る
監
視
コ
ス
ト
を
減

少
さ
せ
る
の
で
農
場
は
し
ば
し
ば
高
額

な
安
全
認
証
の
取
得
費
用
を
負
担
せ
ず

に
消
費
者
と
取
引
を
行
う
事
が
可
能
と

な
る
。
後
で
紹
介
す
る
北
京
市
小
毛
驢

市
民
農
園
で
も
、
有
機
農
業
を
実
践
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
食
品
安
全
認
証

は
取
得
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｓ

Ａ
に
参
加
し
た
場
合
の
消
費
者
側
の
負

担
が
相
対
的
に
大
き
い
と
感
じ
た
り
、

生
産
者
と
の
長
期
的
な
関
係
作
り
を
煩

わ
し
く
思
う
消
費
者
は
多
少
高
価
で
も

市
場
で
の
購
入
を
選
択
す
る
だ
ろ
う
。

　

本
特
集
の
他
の
論
文
で
も
述
べ
て
い

る
通
り
、
近
年
中
国
で
は
深
刻
な
食
品

公
害
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
食
の
安

全
問
題
、
農
業
の
持
続
可
能
性
に
対
す

る
国
内
外
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
特
に
都
市

部
に
お
い
て
国
内
の
学
識
経
験
者
、
政

府
関
係
者
、
消
費
者
お
よ
び
生
産
者
組

織
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
よ
っ
て
中
国

版
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
普
及
活
動
が
始
ま
っ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
北
京
市
の
中
国
人
民

大
学
郷
村
建
設
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
Ｃ
Ｓ
Ａ
発
展
の
経
緯
と
現
状
、
同
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
北
京
市

郊
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
型
農
場

「
北
京
小
毛
驢
市
民
農
園
」
お
よ
び
そ

の
波
及
効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

二
．�

中
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ａ
発
展

の
経
緯

　

中
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ａ
は
、
中
国
人

民
大
学
郷
村
建
設
セ
ン
タ
ー
が
牽
引
し

て
き
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
拡
大
す
る

農
村
と
都
市
の
経
済
格
差
を
背
景
と
す

る
い
わ
ゆ
る「
三
農
問
題（
農
村
、農
業
、

農
民
に
関
す
る
問
題
）」
を
背
景
と
し

て
、
都
市
と
農
村
の
共
存
、
農
業
の
持

続
可
能
な
発
展
を
目
的
と
し
て
二
〇
〇

五
年
に
中
国
人

民
大
学
農
業
与

農
村
発
展
学
院

の
下
に
設
立
さ

れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
活
動
経
歴

は
表
1
の
通
り

で
あ
る
。
同
セ

ン
タ
ー
は
設
立

以
来
、
全
国
の

大
学
生
に
よ
る

農
村
調
査
の
実

施
、
モ
デ
ル
農

民
合
作
組
織
の

設
立
等
の
教

育
、
啓
蒙
活
動

に
取
り
組
み
、

後
に
産
地
と
消

費
地
を
結
ぶ
活

動
に
着
手
し
て

き
た
。
同
年
、

中
国
農
業
大
学
の
何
慧
麗
教
授
ら
と
河

南
省
に
南
馬
庄
合
作
社
を
設
立
し
、
安

全
な
「
無
公
害
米
」
を
生
産
し
北
京
で

「
大
学
教
授
の
作
っ
た
コ
メ
」
と
し
て

販
売
し
、
成
功
を
収
め
た
。
翌
年
に
は

「
北
京
文
明
消
費
合
作
社
」
を
設
立
し
、

会
員
が
会
費
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

南
馬
庄
合
作
社
の
安
全
な
コ
メ
を
入
手

で
き
る
シ
ス
テ
ム
、「
購
米
包
地
」
を

開
始
し
た
。
こ
れ
は
中
国
に
お
い
て
初

表1　中国人民大学郷村建設センターの活動経歴
年 活動内容

2000年頃 中国経済体制改革雑誌社が大学生ボランティアを募り、農村における調査研究への支援を行
うプロジェクトを展開。

2003年 7月、同雑誌社内に郷村建設センター（中国人民大学郷村建設センターの前身）設立、大学生
を対象に農村問題に関する教育を行う。同年同センターが河北省定州晏陽初郷村建設学院、
安徽省南塘村と湖北省南岔村に農家組織化プロジェクトの実施拠点を設立。

2004年 春、晏陽初郷村建設学院が26ムーの農地で農家への環境保全型農業の研修を開始。

2005年 中国人民大学農業与農村発展学院の下に郷村建設センター設立。中国農業大学と共同で河南
省南馬庄合作社を設立、北京で1カ月間に100トンもの無公害米を売り切り話題を呼ぶ。

2006年 4月、中国人民大学農業与農村発展学院温鉄軍教授を中心に「北京文明消費合作社」（生協）
設立。河南省南馬庄合作社で「購米包地」プロジェクト開始。

CSAを実践する合作社の連合体「北京国仁緑色連盟」設立（「国仁城郷（北京）科技発展中心」
の前身）。5省から7つの合作社が参加。

2008年 4月、「北京小毛驢市民農園」設立。

2009年 北京林業大学 翔社が校内での農業実践プロジェクトを開始し、全国の高校で農業体験、CSA
の推進を行う。

北京小毛驢市民農園がNGO「香港社区 伴」と有機農産物の直売市を共催、以後毎月定例化。

中国人民大学主催で「第一回全国社区支持農業経験交流会」開催。以後毎年開催される。

2010年 江蘇省武進現代農業産業園区と中国人民大学可持続発展高等研究院が江蘇省にテスト地区を
旗揚げ、長江デルタのCSA発展の礎を築く。

11月、「第二回全国社区支持農業経験交流会」開催。

（出所）参考文献④等各種資料を参考に、筆者作成。
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め
て
の
「
社
区
支
持
農
業
」（
Ｃ
Ｓ
Ａ

の
中
国
語
訳
）
の
取
り
組
み
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
二
〇
〇
六
年
に
は
上
記
の
活

動
を
全
国
的
に
展
開
す
る
た
め
の
基
盤

と
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
を
実
践
す
る
生
産
者

組
織
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
目
的

と
し
た
連
合
体「
北
京
国
仁
緑
色
連
盟
」

を
成
立
さ
せ
た
（
二
〇
〇
八
年
に
法
人

格
を
取
得
し
て
「
国
仁
城
郷
（
北
京
）

科
技
発
展
セ
ン
タ
ー
」
と
な
っ
た
）。

そ
の
後
消
費
団
体
と
の
連
携
も
深
め
、

つ
い
に
二
〇
〇
八
年
四
月
に
同
セ
ン

タ
ー
が
運
営
す
る
Ｃ
Ｓ
Ａ
実
践
農
場
、

「
小
毛
驢
市
民
農
園
」
を
北
京
市
郊
外

に
設
立
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
国
人
民
大
学
農
業
与

農
村
発
展
学
院
は
定
期
的
に
交
流
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｓ
Ａ
を
実

践
す
る
国
内
外
の
組
織
、
個
人
に
情
報

提
供
と
相
互
交
流
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
提
供
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
一

一
月
に
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ

ト
リ
ッ
ク
大
学
と
共
催
し
た
「
第
二
回

全
国
社
区
支
持
農
業
経
験
交
流
会
」
に

は
国
内
外
の
関
係
組
織
が
多
数
出
席
し

た
。
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
活
動
主
体
は
主
に
農
民

専
業
合
作
社（
一
種
の
農
業
協
同
組
合
）

等
の
生
産
者
組
織
、
農
業
関
連
企
業
、

消
費
合
作
社（
一
種
の
生
活
協
同
組
合
）

等
の
消
費
者
組
織
で
あ
る
が
、
交
流
会

に
は
そ
れ
以
外
に
も
各
地
の
大
学
や
環

境
保
護
団
体
な
ど
が
多
数
参
加
し
た
。

な
お
、
国
外
か
ら
の
参
加
組
織
も
三
組

織
あ
り
、
そ
の
な
か
に
日
本
有
機
農
業

普
及
協
会
も
含
ま
れ
て
い
た
。

三
．�

北
京
小
毛
驢
市
民
農
園
の
取

り
組
み

　

北
京
小
毛
驢
市
民
農
園
は
、
二
〇
〇

八
年
四
月
に
北
京
市
海
淀
区
政
府
と
中

国
人
民
大
学
の
産
学
連
携
研
究
拠
点
と

し
て
設
立
さ
れ
た
。
農
場
は
市
内
か
ら

北
西
へ
車
で
一
時
間
半
ほ
ど
の
距
離
に

あ
る
海
淀
区
蘇
家
椻
鎮
后
沙
帵
村
に
あ

り
、
面
積
は
二
三
〇
ム
ー
（
約
一
五
・

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
広
大
な
農
場
で
あ

る
。
農
場
に
は
農
園
と
野
菜
用
ハ
ウ
ス

施
設
の
ほ
か
、
発
酵
床
を
備
え
た
養
豚

施
設
、
放
し
飼
い
の
養
鶏
場
が
あ
り
、

発
生
し
た
家
畜
の
し
尿
は
有
機
肥
料
と

し
て
農
場
内
で
循
環
利
用
し
て
い
る

（
写
真
1
）。
化
学
肥
料
、
農
薬
の
使
用

は
極
力
抑
え
、
生
物
的
技
術
に
よ
っ
て

病
虫
害
の
防
除
を
行
っ
て
い
る
。
有
機

肥
料
や
ミ
ミ
ズ
の
養
殖
に
よ
る
健
全
な

土
壌
作
り
に
努
め
る
な
ど
、
循
環
型
農

業
、有
機
農
業
を
実
践
し
て
い
る
。な
お
、

ま
と
ま
っ
た
農
地
を
入
手
で
き
た
の
は

一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
北
京
郊
外
の
農

村
で
は
出
稼
ぎ
者
が
増
加
し
、
遊
休
化

し
た
農
地
を
所
有
者
で
あ
る
村
が
ま
と

め
て
外
部
に
貸
し
出
す
動
き
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
（
二
〇
一
一
年
七
月
の
同

農
場
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
）。

　

農
場
は
先
進
諸
国
の
経
験
か
ら
得
ら

れ
た
「
農
業
三
産
化
、
社
会
化
（
農
業

に
関
連
す
る
第
二
、
三
次
産
業
の
発
展

に
よ
る
経
営
の
多
角
化
・
高
付
加
価
値

化
と
民
間
部
門
の
参
画
）」
を
旨
と
し

て
、
市
民
参
加
型
の
環
境
保
全
型
農
業

の
実
践
を
そ
の
使
命
と
し
て
い
る
。

　

設
立
以
来
北
京
小
毛
驢
市
民
農
園
は

都
市
近
郊
の
市
民
農
園
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ａ

を
実
践
し
て
お
り
、
北
京
市
民
か
ら
の

支
持
を
受
け
四
〇
〇
名
も
の
会
員
を
得

る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
新
華
社
、
中
央

電
視
台
（
国
営
テ
レ
ビ
局
）、
人
民
日
報
、

北
京
電
視
台
を
は
じ
め
、
一
二
〇
社
を
超

え
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
（
農
園
資
料
に
基
づ
く
、
写
真
2
）。

　

小
毛
驢
市
民
農
園
の
主
要
な
事
業
内

容
は
、
有
機
農
産
物
の
生
産
と
会
員
お

よ
び
共
同
購
入
グ
ル
ー
プ
へ
の
宅
配

サ
ー
ビ
ス
、
会
員
が
耕
作
可
能
な
市
民

農
園
の
運
営
、
市
民
向
け
啓
蒙
イ
ベ
ン

ト
の
主
催
等
の
広
報
活
動
、
の
三
つ
で

あ
る
。
会
員
の
タ
イ
プ
は
費
用
負
担
の

方
法
か
ら
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ

り
、
ひ
と
つ
は
農
園
の
土
地
の
一
部
を

借
り
て
自
ら
の
労
働
に
よ
っ
て
農
業
生

産
を
行
う
「
労
働
会
員
」、
も
う
ひ
と

つ
は
自
ら
は
生
産
に
携
わ
ら
ず
、
会
費

や
運
賃
な
ど
を
負
担
し
収
穫
期
に
農
産

物
の
配
達
を
受
け
る
「
一
般
会
員
」
で

あ
る
。
労
働
会
員
は
欧
米
諸
国
に
見
ら

れ
る
都
市
近
郊
の
市
民
農
園
と
似
て
お

り
、
会
員
数
は
二
〇
一
〇
年
時
点
で
一

一
〇
名
で
あ
る
。
農
場
か
ら
三
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
土
地
一
区
画
を
借
り
、
農

場
か
ら
農
具
、
種
、
灌
漑
用
水
、
有
機

写真1　�北京小毛驢市民農園の環境保全型養豚施設
（2010年11月、筆者撮影）。

写真2　�農場でテレビ局の取材を受ける北京小毛驢市民農園
職員・黄志友氏（2011年7月、筆者撮影）
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肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
の
提
供
と
技
術

指
導
を
受
け
る
（
写
真
3
）。
契
約
期

間
は
一
年
、
年
間
賃
貸
料
は
一
〇
〇
〇

元
で
あ
る
。
一
方
一
般
会
員
は
日
本
で

も
見
ら
れ
る
有
機
農
産
物
の
宅
配
サ
ー

ビ
ス
と
類
似
し
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年

時
点
の
会
員
数
は
二
八
〇
名
余
り
と

な
っ
て
い
る
。
農
産
物
の
必
要
量
や
種

類
に
応
じ
て
幾
つ
か
の
プ
ラ
ン
の
な
か

か
ら
会
員
が
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選

び
、
宅
配
又
は
北
京
市
内
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
農
産
物
を
受
け
取
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
小
毛
驢
市
民
農
園
の
農

産
物
の
価
格
は
一
般
の
農
産
物
の
約
二

倍
だ
が
、
有
機
認
証
を
得
た
農
産
物
の

半
額
程
度
で
あ
る
と
い
う
。

　

農
園
は
会
員
に
対
す
る
有
機
農
産
物

の
提
供
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
、
農
場
で
収

穫
祭
、
有
機
農
産
物
の
産
直
市
、
農
業

体
験
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
定
期
的

に
農
園
の
活
動
報
告
、
環
境
保
全
型
農

業
に
関
す
る
情
報
、
参
加
者
の
声
を
載

せ
る
な
ど
情
報
発
信
、
都
市
住
民
と
の

交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

図
1
を
参
照
し
つ
つ
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
モ
デ

ル
に
よ
る
農
園
と
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ス
ト
と
便
益
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
農

園
の
便
益
は
会
費
収
入
に
よ
る
事
前
の

運
転
資
金
獲
得
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
宣

伝
効
果
等
が
あ
り
、
コ
ス
ト
と
し
て
広

大
な
農
場
を
維
持
す
る
た
め
の
地
代
、

人
件
費
、
資
材
投
入
が
あ
る
。
一
方
会

員
は
安
価
で
安
全
な
野
菜
を
入
手
で

き
、
農
園
を
訪
問
す
る
こ
と
で
余
暇
を

楽
し
ん
だ
り
、
子
供
に
食
育
の
機
会
を

与
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
気
候
不
順
な
ど
に
よ
る
農
産
物
の

減
産
等
の
リ
ス
ク
は
農
場
と
共
同
で
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
生

産
者
が
安
全
な
農
産
物
の
生
産
に
努
め

て
い
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
が
、
会
員
と
の
交
流
を
通
し

て
双
方
の
間
に
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
小
毛
驢
市
民
農
園
は
双

方
の
利
益
（
満
足
度
な
ど
無
形
の
も
の

を
含
む
）
を
増
加
さ
せ
、
裏
切
り
な
ど

に
よ
る
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に

努
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

参
考
文
献
③
は
、
こ
う
し
た
活
動
が

可
能
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
中
国
の
都

市
部
に
お
け
る
中
間
層
の
形
成
を
指
摘

す
る
。
農
園
設
立
時
の
会
員
は
ほ
と
ん

ど
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
で
あ
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
会
員
四
一
名
の

職
業
は
、
教
師
一
六
名
、
民
間
企
業
の

管
理
職
七
名
、
法
曹
関
係
者
四
名
、
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
三
名
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
三

名
で
あ
っ
た
。
学
歴
は
全
員
大
学
卒
以

上
で
あ
り
、
食
品
安
全
問
題
や
環
境
保

全
、
自
分
の
家
族
（
特
に
子
供
）
の
健

康
に
対
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
。

　

農
園
で
は
約
二
〇
人
の
基
幹
職
員
と

約
二
〇
名
の
パ
ー
ト
職
員
が
お
り
、
前

者
は
大
学
等
で
農
業
技
術
等
を
専
門
的

に
学
ん
だ
若
手
職
員
、
後
者
は
地
元
農

家
で
あ
る
。
基
幹
職
員
は
二
〇
代
の
大

卒
以
上
の
若
者
が
多
く
、
農
園
設
立
以

来
近
く
の
農
家
に
住
み
込
み
で
勤
務
し

て
い
る
と
い
う
。
仕
事
は
年
中
無
休
で

あ
る
が
、
皆
非
常
に
仕
事
熱
心
で
あ
る
。

こ
の
他
全
国
か
ら
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
常
時
一
〇
名
ほ
ど
受
け
入
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
小
毛
驢
市
民
農
園
は
外
部

に
対
し
て
開
か
れ
た
農
園
で
あ
り
、
国

内
外
か
ら
の
参
観
者
も
後
を
絶
た
ず
、

Ｃ
Ｓ
Ａ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

四
．�

中
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
広

が
り
と
展
望

　

北
京
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
実
践
は
、

メ
デ
ィ
ア
や
交
流
会
を
通
じ
て
各
地
に

反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
二
〇
一
〇
年
一

一
月
の
「
第
二
回
全
国
社
区
支
持
農
業

経
験
交
流
会
」の
配
付
資
料
に
よ
れ
ば
、

同
交
流
会
に
出
席
し
た
中
国
国
内
の
Ｃ

Ｓ
Ａ
実
践
組
織
は
合
計
四
八
組
織
に
の

ぼ
る
。
そ
の
地
域
別
内
訳
を
み
る
と
、

国
内
の
Ｃ
Ｓ
Ａ
実
践
組
織
の
う
ち
一
五

は
北
京
市
、
そ
の
他
は
二
〇
も
の
省
・

地
域
で
活
動
す
る
組
織
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
た
（
図
2
）。
北
京
市
以
外

で
比
較
的
件
数
が
多
い
の
が
経
済
発
展

の
進
ん
だ
江
蘇
省
、
浙
江
省
な
ど
東
部

の
華
中
地
域
、
つ
ぎ
に
農
業
大
省
の
山

東
省
、
河
南
省
を
含
む
華
北
地
域
、
続

い
て
農
業
の
盛
ん
な
広
東
省
の
あ
る
華

南
、
四
川
省
の
あ
る
西
南
地
域
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、

地
域
的
な
分
布
は
中
国
北
部
に
集
中
し

て
い
る
。現
時
点
で
は
Ｃ
Ｓ
Ａ
は
教
育
・

啓
蒙
的
色
彩
も
強
く
、
こ
の
よ
う
な
地

理
的
分
布
は
北
京
市
に
集
中
す
る
教

育
・
研
究
機
関
の
関
係
者
が
中
心
と

な
っ
て
推
進
し
て
き
た
こ
と
と
関
連
が

あ
る
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
中
国
国
内

で
Ｃ
Ｓ
Ａ
を
実
践
し
て
い
る
組
織
の
総

数
は
現
時
点
で
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い

が
、
関
連
資
料
を
み
る
限
り
五
〇
以
上

は
存
在
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
上
海
市
近
郊
の

「
生
耕
農
社
基
地
」、
山
東
省
臨
沂
市
の

写真3　�北京小毛驢市民農園「労働会員」の野菜畑
（写真1に同じ）
1区画ずつ会員に貸しており、借り主の番号、名
前の入ったプレートが立っている。
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「
弘
毅
生
態
農
場
」（
蒋
論
文
参
照
）、

山
東
省
日
照
市
の「
日
照
自
然
農
耕
園
」

等
、
い
く
つ
か
の
Ｃ
Ｓ
Ａ
実
践
農
場
を

訪
問
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
前
者
は

上
海
市
近
郊
の
淀
山
湖
流
域
を
拠
点
に

環
境
教
育
、
生
態
系
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、「
上
海
緑
州
生
態
保

護
中
心
」
が
二
〇
一
〇
年
五
月
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
と
し
て
行
っ
て
い

る
市
民
農
園
で
あ
る
（
詳
細
はhttp://

w
w

w
.oasiseco.org/w

w
w

）。
李
冰

主
任
ら
に
よ
れ
ば
、「
生
耕
農
社
基
地
」

は
北
京
小
毛
驢
市
民
農
園
の
活
動
を
モ

デ
ル
と
し
て
い
る
。
上
海
市
内
か
ら
車

で
1
時
間
半
ほ
ど
の
青
浦
区
金
澤
鎮
岑

朴
村
に
三
〇
ム
ー
の
土
地
を
借
り
上

げ
、
会
員
に
対
し
て
毎
週
有
機
野
菜
の

宅
配
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
4
）。
二

〇
一
〇
年
九
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
点

で
会
員
は
八
〇
人
お
り
、
今
後
さ
ら
に

五
〇
ム
ー
の
土
地
を
借
り
て
農
場
を
拡

大
す
る
予
定
で
あ
る
。
周
辺
の
農
家
は

兼
業
化
が
進
ん
で
お
り
、
村
が
集
積
し

て
い
た
遊
休
農
地
を
上
海
緑
州
生
態
保

護
中
心
が
借
り
上
げ
て
農
場
と
し
た
。

　

弘
毅
生
態
農
場
の
詳
細
は
蒋
論
文
に

譲
る
が
、
中
国
科
学
院
の
蒋
高
明
教
授

が
出
身
地
の
蒋
家
村
に
設
立
し
た
モ
デ

ル
農
場
で
あ
る
。
山
東
農
業
大
学
の
研

修
拠
点
と
も
な
っ
て
お
り
、
本
稿
で
紹

介
し
た
他
の
農
場
よ
り
専
門
教
育
、
農

業
試
験
場
と
し
て
の
色
合
い
が
強
い
。

四
〇
ム
ー
の
農
地
、
牛
舎
、
養
殖
池
等

を
擁
し
、
有
機
農
業
を
実
践
す
る
傍
ら

環
境
保
全
型
農
業
技
術
に
関
す
る
試
験

を
行
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
国
内
外（
含

ド
イ
ツ
）
二
〇
名
以
上
の
大
学
院
生
を

受
け
入
れ
、
研
究
・
教
育
活
動
を
行
い
、

数
多
く
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る

（
写
真
5
）。
農
産
物
は
北
京
や
省
内
の

大
都
市
の
ほ
か
、
在
中
国
ア
メ
リ
カ
大

使
館
に
も
供
給
し
て
い
る
。

　

以
上
で
紹
介
し
て
き
た
と
お
り
、
ま

だ
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
Ｃ
Ｓ
Ａ
は
都

市
近
郊
農
業
の
発
展
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ

と
し
て
広
が
っ
て
い
る
。
近
年
都
市
部

で
は
一
定
以
上
の
所
得
、
教
育
水
準
を

持
つ
中
間
層
が
着
実
に
増
加
し
て
お

り
、
都
市
近
郊
型
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
盛
況
ぶ
り
を
み
る
ま
で
も
な
く
、

彼
ら
の
安
全
な
食
品
、
近
郊
農
村
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
需
要
は

伸
び
て
い
る
。
環
境
保
全
、
食
の
安
全

を
実
現
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
を
生
産
者

だ
け
で
な
く
消
費
者
も
負
担
す
る
と
い

う
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
基
本
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア

は
、
確
実
に
都
市
住
民
に
受
け
入
れ
ら

れ
つ
つ
あ
る
。
都
市
と
農
村
の
格
差
、

食
品
汚
染
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
抱
え

る
中
国
に
と
っ
て
、
今
後
Ｃ
Ｓ
Ａ
が
都

市
と
農
村
の
よ
り
好
ま
し
い
関
係
を
築

い
て
い
く
た
め
の
ひ
と
つ
の
処
方
箋
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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写真5　�山東省「弘毅生態農場」の研究メンバー
主に農業生態学、植物学、エネルギー
開発等を専攻する大学院生。中国の環
境保全型農業の未来は、若い世代が
担っていく。
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図2　�中国国内におけるCSA実践組織
の地域別内訳（2011年11月時点）

（注）単位は組織数。
（出所）�「第二回全国社区支持農業経験交流会」配布資料

をもとに筆者作成。

写真4　�上海近郊のCSA農園、「生耕農社基地」
（2010年9月、筆者撮影）
農場は淀山湖のほとりにあり、周囲に
は水田が広がっている。多くの都市住
民がここで週末を過ごす。

35

中国におけるコミュニティ支援型農業（Community Supported Agriculture）の広がり

アジ研ワールド・トレンド No.193 （2011. 10）




